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と そ う 9は漸く生気を缺き、そして本寺の統
率に属しない私の行者や加持祈祷に衣食する宗教的ルンペンの徒が、多く修験山伏の
名を恣にして修行と呪験を誇張して民間に横行した」という。江戸幕府の宗教政策の







































教研究』292 号 1992 年 47-73 頁）及び、池上良世「宗教学における〈修行論〉の変化と課題」

































































































	 堀は、ロックフェラー財団の招聘により、1956 年から 1958 年にかけてアメリカ留
学を経験し、様々な学者と交流している。中でもミルチャ・エリアーデとの出会いは





















の日本での研究の成果は A Religious Study of the Mount Haguro Sect of Shugendo: An 














                                                       









	 こうしておぼろげながら修験道儀礼の構造把握の方法がつかめてきた25。  
 





















                                                       
25	宮家前掲書、9 頁。	































































                                                       











































































































































































                                                       
38	世界遺産推薦書は文化庁により以下の URL で公開されている。
http://bunka.nii.ac.jp/suisensyo/kiisanchi/start-j.html（2016 年 10 月最終閲覧）	
39地域伝統芸能等を活用した行事の実施による観光及び特定地域商工業の振興に関する法律	
（平成四年六月二十六日法律第八十八号）http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H04/H04HO088.html






























                                                       
40	平成 12 年度教育白書よりデータを引用。
















	 また、以下は 2016 年に金峯山寺が行った行事のポスターである。  
 
	   





































るための課題と方法となる。本論は以下、第 1 章から第 3 章において、修験道の担い
手に関わる分析を行い、第 4 章、第 5 章において、文化財化・文化遺産化に関わる分
析を行う。以下、それぞれの章で扱う事例を確認しておこう。  





































































































                                                       


































































きっかけとなり、実利は 25 歳で妻子を捨てて出家するのである。  



























































	 説教書の執筆や修行路の整備につとめた彼が最後に志したのは、落差 120m を誇る
那智の滝からの捨身行であった。1884（明治 17）年、4 月 21 日、42 歳になった彼は、
冬籠もりの修行を終えた後、「衆生済度平等利益」を誓願し滝の頂きから座禅を組んで
捨身入定を遂げる。数日後滝壺より引き上げられた彼は座禅姿のままであったという。 











































































	 雑誌『神變』は、海浦義観を筆頭とする醍醐三宝院所属の修験者 59 名が発起人とな
って発足した「聖役協会」により（協会発足は 1908（明治 41）年 10 月、会長は海浦















































































	 1900（明治 33）年には真言宗醍醐派が真言宗本体から独立し、1901（明治 35）年
には宗内に「修験部」を設置。「近士」の名称を撤廃し、当時三千人程存在した修験
者の統括をはかっている。続いて 1903（明治 36）年、修験部は醍醐派の祖・聖宝が





































































































































































































	 以上、本章では 3 節において御嶽講と林実利の事例を通じ、制度的な修験者を中心
としない一種のアマチュアリズムに支えられた大衆登山講の保存が、「修験道」復興を
指向する行者の再生産を生んだという意味において、重要であった点を指摘した。続























































































1867（慶応 3）年 12 月 9 日、王政復古の大号令により時代は明治維新へと動き出す。
新政府は、大国派、平田派の国学思想の影響のもと、神仏を分離し「天皇親権による
祭政一致」や「敬神崇祖」の達成を目指し、矢継ぎ早の官制発布を行った。1868（慶

































































































 岩 ⿃⽑ 井筒 五流 三郷 光明 京橋 両郷 
役員数 88 26 35 22 38 27 27 15 
包括講社数 65 16 28 4 22 10 10 3 
総講員数 910 500 409 250 354 174 232 55 
（図表 2-2）  
 
	 宮家の調査を参考にすれば、昭和末期においても殆どの講が数百人規模の講員を抱









                                                       
75	宮家準前掲書、1149 頁。	
76	宮家前掲書、1155 頁より作成。宮家が参照した 1 次データは次の通り。岩：昭和 46 年の名簿、
鳥毛：総代の報告による、井筒：昭和 52 年名簿、五流：総長談、三郷：昭和 55 年名簿、光明：











近畿地⽅ 中国 中部 四国 九州 関東 
⼤阪 18 岡⼭ 18 愛知 4 ⾹川 5 福岡 1 埼⽟ 1 
京都 8 広島 4 福井 3 徳島 1 ⻑崎 1 群⾺ 1 
三重 8 ⿃取 3 岐⾩ 2 ⾼知 1         
和歌⼭ 7 島根 2                 
奈良 6 ⼭⼝ 1                 
兵庫 6                     
滋賀 2                     
計 55 計 26 計 9 計 7 計 2 計 2 










































	 当時の具体的な講の様子を『民俗地図』の調査の中から抜き出してみよう。  
 
事例 1：山上講（大阪・鉢が峰寺町）  




事例 2：行者講（大阪・上止止呂美）  
	 講の日は一定していないが、全戸が参加し、大峰山に参る。  
 
事例 3：行者講（愛知・綾渡）  










事例 5：山上講（和歌山・南部）  
	 芝部落にあり、用具としてほら貝だけが受け継がれている。  
 
事例 6：山上講（大阪・別所）  
	 最近まであった。大正末年ごろまでは、村に住んでいた先達が団体を率いて登








事例 7：行者講（奈良・本郷）  
	 男子が 16 歳になると、先達に連れられて大峰山に参詣し行をした。これで一人
前の男子として認められ発言力をもつようになるが、今は行われていない。  
 
事例 8：行者講（滋賀・角川）  
	 昭和 8 年まで、二つの講があった。  
 
事例 9：行者講（奈良・三本松）  
	 古大野には 30 回以上も大峰登山した者がいた。砥取でも 8 戸で組んでいたが
今はいない。  
 
事例 10：山上講（三重・五知）  
	 大和大峰山参りの集まりで全戸が加入していたらしいが今はない。  
 








られている講の様子で、事例 6 から 10 までが衰退した講、若しくはすでに無くなって







	 続いて注目するデータは 1980 年 11 月に天川村商工会小規模事業対策特別推進委員
会によって実施されたアンケート調査「行者講社の当村利用の実態アンケート調査」
による天川村を利用した講の実態調査である78。  









（図表 2-5）  
 





















約 15％を占めることが報告されており、成立後 50 年〜100 年であるとした講が最も
多かった（明治 13 年〜昭和 5 年の間）。逆に、1965（昭和 40）年以降、年々講の結成




	 続いては講の構成員の数である。  
 
 
（図表 2-6）  
 
調査によれば、洞川を訪れる講の構成員数は 100 人以下の講が過半数（全体の 62％）
を占めていることがわかる。講員数が数百名にのぼる阪堺役講のようなケースは全体
としてみた場合、少数であることがわかるだろう（講員の数が 300 名以上であるとし













	 続いて以下のグラフは講による登拝の際の人数である。  
 
 
（図表 2-7）  
 
講による登拝は 50〜60 人の団体で行う講が最も多いことがわかる。100 人以上の団体
参拝を行う講は全体の 2 割強となっている。  
	 続いてのグラフは講員の年齢構成をまとめたものである。  
 
 











50歳以上 30〜40代 50歳以上と30〜40代が同率 その他（含不明）
51	
	
調査によれば、50 代以上のメンバーが構成員の中心を占める講と、30 代〜40 代のメ
ンバーが構成員の中心を占める講がほぼ同数で（前者が 60、後者が 61）、50 代以上の
メンバーの割合と 30 代〜40 代のメンバーが同率であると回答した講がそれに続いて
いる。天川村のアンケートでは 50 代以上、30 代〜40 代、両年代が同率の講が全体の
98％を占めている。  
	 続いての表は講員の職業を表したものである。  
 
 































	 例えば、民俗地図では 2 つの講のみが掲載された関東地方には近世期「霞」と呼ば
れる本山派の支配地が多く存在していた。宮本袈裟雄の研究によれば、埼玉県下にお



















































                                                       
82	石井研士「神社神道は衰退したのか」（石井研士編『神道はどこへいくか』ペリカン社、2010
年）参照。	













（図表 2-10）  
 




























































	 本論 58 頁以降に示すのが、講に関する新聞記事を収集し、統計ソフト「KH 
Coder」にて「計量的テキスト分析」を行った結果を示す概念図である。分析に用い







                                                       
85	ベネディクト・アンダーソン著、白石さや・白石隆訳『想像の共同体	ナショナリズムの起源と



















（図表 2-12）  
                                                       
院大學）、配付資料 2013 年。由谷裕哉「生成する民俗としてのアニメ聖地巡礼」日本宗教民俗学










1988 年から 2013 年 9 月までとした。	





記事の掲載年に H1 タグを、月に H2 タグを、記事タイトルに H3 タグを与えた。これは、抽出した
テキスト・データに「看板」を付けていく作業と言える。	
	 最後にルール付けした文字列を KH	Coder に入力し解析を行った。KH	Coder は自動的に文節や単
語を識別し品詞の分析も行ってくれるが、任意の語を強制抽出語として指定することで、一つの
単語を確実にテキスト中から抽出できる。ここでは強制抽出語として講（カギ括弧なし）を指定
し、（88～）90 年代、2000 年代、2010 年代という年代毎に共起ネットワークの抽出を行った。88







































































【（88～）90 年代】  
 































































れている(樋口耕一『KH	CODER	2.X	チュートリアル』電子ファイルにて公開、2013 年。公開 URL は
右記 KH	CODER 公開 URL に同じ)。	
60	
	
【2000 年代】  
2000 年代の共起ネットワークは次の通りである。  
 
 
































【2010 年代】  
2010 年代の共起ネットワークである。  
 
（表 2-15）  
 
5−2，分析と考察 








































































方」というタイトルの朝日新聞 1995 年全国版の記事を確認してみよう。  
 
【事例 2】  
	 高踏な教義よりも民衆は「神の声」や超能力を求める。これに応えてきたのが
「個人営業」の祈祷師たちだ。宗教乱立の現在も、組織のはざまに市場は広がっ



























































記事を見てみよう。1988 年 12 月 22 日付、連載 9 回目の「助け合い」という記事で
ある。  
 




















































る。他の記事も見てみよう。朝日新聞 2003 年 12 月 23 日付（朝刊）三重版の「江戸
期の旅館、青山町が買収、歴史館として整備へ」という記事である。  
 






として 3850 万円を一般会計補正予算案に計上し、12 月定例議会に提案した。  
	 県指定文化財の「参宮講看板」が多数保存されており、（中略）訪れる人が多













	 山岳信仰に関する講も同様の様子が看取できる。例えば 2003 年 10 月の大阪版読売
新聞の記事に講をテーマにした特別展が開かれることが紹介されている。  
 



















	 続いては 2004 年 6 月の読売新聞全国版の記事である。  
 
【事例 8】  









じ）は「個人も救済したい」と 02 年から一般の修行参加者を募っている。  




































介したい。これらの記事は 2011 年 3 月 11 日以降、つまり東日本大震災後に現れる。
実例を挙げてみよう。朝日新聞 2013 年 3 月 11 日夕刊「復興  立ち上がる観音様	 気
仙三十三霊場僧侶ら取り組み」という記事である。  
 
【事例 9】  
「「講」復活の願い」  




















事が 2011 年以降散見されるのである。続いて読売新聞 2013 年 3 月 17 日（朝刊）大
阪版の記事をみてみよう。  
 
【事例 10】  



















【事例 11】  



























約 170 人に上る。30 歳代を中心に 20〜50 歳代の学生や会社員、デザイナーら
様々だ。  






























































































地を巡回（大阪展 2004 年 8 月 10 日〜9 月 20 日、名古屋展 2004 年 10 月 1 日〜11 月
75	
	






























































































時枝努は、第 3 段階に起こった変化の重要性を強調する。  

































































たという。聖護院の場合、7 月 25 日京都出立、9 月 20 日頃帰京する日程が一般的で、




















                                                       




	 	 本山派	 当山派	
	 	
先達数	

















四国	 237	 8	 29	
中国	 76	 17	 50	
近畿	 207	 31	 92	
中部	 755	 17	 167	
関東	 1797	 132	 357	
東北	 1877	 32	 51	
計	 5338	 245	 811	














































                                                       
























7 月 11 日（土）午後 3 時までに吉野山東南院に集合（早めに御来山下さい。）	
7 月 12 日（日）午前 4 時吉野山出立、吉野道を修行し山上東南院参篭所にて宿泊。	
7 月 13 日（月）午前 4 時山上ヶ岳出立、行者還を経て弥山にて宿泊。	
7 月 14 日（火）午前 4 時弥山宿出立、釈迦ヶ岳、深仙宿を経て前鬼山にて宿泊。	
7 月 15 日（水）未明に前鬼裏行場修行。午前 8 時前鬼出立、前鬼口よりバスにて
下北山きなりの里に至り、宿所にて宿泊。	
7 月 16 日（木）午前 4 時出立、バスにて行仙ヶ岳登り口まで移動、傘捨山、稚児
の森を修行後、バスにて玉置山へ。	
7 月 17 日（金）午前 3 時出立、大森山、五大尊岳を経て熊野本宮へ。湯ノ峰宿泊。	
7 月 18 日（土）バスにて速玉社、那智大社等を参拝し勝浦に至り旅館にて宿泊、	
84	
	









8 泊 9 日を要する。後述するが、徒歩で歩かない区間があるものの、吉野から熊野ま
でを一度に歩ききる修行を行っているのは東南院のみとなる。  
	 上記の行程から宿泊施設のみを取り出し箇条書きにしたものが次である。  
 
 
	 	 ・吉野（一泊目）：東南院  
	 	 ・山上（二泊目）：山上東南院参籠所  
	 	 ・弥山（三泊目）：弥山山小屋（一般の山小屋）  
	 	 ・前鬼（四泊目）：前鬼山小仲坊  
	 	 ・下北（五泊目）：きなりの里（一般の宿泊施設）  
	 	 ・玉置山（六泊目）：玉置神社  
	 	 ・湯ノ峰（七泊目）：湯ノ峰荘（一般の宿泊施設）  











57）年の段階では、7 月 11 日吉野泊、12 日山上泊、13 日弥山泊、14 日前鬼泊、15 日
浦向泊、16 日上葛川泊、17 日玉置山泊、18 日那智山泊、19 日帰山と記録されており、
現在ではこの時よりも 1 泊分行程が短縮されている。これは、浦向と上葛川の宿所が





































































（図表 3-3）  
                                                       
109	吉野「車田商店」の Web 頁より。http://yamabushi-kurumada.com/images/syugyo/map1.pdf








































































                                                       
















	 続いて修行に参加するメンバーの構成とその特徴を見てみよう。2014 年と 2015 年
の参加メンバーの特徴を表にしたものが以下である。  
 
2015 年  
















1 ○   ○       ○     25 全⾏程 ⼤先達 
2 ○   ○       ○     24 全⾏程 総奉⾏ 
3 ○   ○         ○   20 全⾏程 副奉⾏ 
4 ○   ○     ○       5 全⾏程 副奉⾏ 
5 ○   ○       ○     22 全⾏程 奉⾏ 
6 ○   ○       ○     14 全⾏程 奉⾏ 
7 ○   ○       ○     13 全⾏程 奉⾏ 
8 ○   ○     ○       9 全⾏程 奉⾏ 
9 ○   ○     ○       9 全⾏程 奉⾏ 
10 ○   ○       ○     8 全⾏程 奉⾏ 
11 ○   ○       ○     8 全⾏程 奉⾏ 




12 ○   ○   ○         8 全⾏程 奉⾏ 
13 ○       ○         8 全⾏程 奉⾏ 
14 ○         ○       6 全⾏程   
15 ○   ○       ○     4 全⾏程   
16 ○       ○         4 全⾏程   
17 ○             ○   4 全⾏程   
18 ○     ○           2 全⾏程   
19 ○   ○   ○         4 全⾏程   
20 ○   ○       ○     初 全⾏程   
21 ○             ○   初 全⾏程   
22 ○   ○     ○       初 全⾏程   
23 ○           ○     初 全⾏程   
24 ○           ○     初 全⾏程   
25 ○           ○     初 全⾏程   
26 ○   ○ ○           初 全⾏程   
27 ○   ○       ○     初 全⾏程   
28 ○   ○ ○           初 全⾏程   
29 ○   ○       ○     8 前半のみ   
30 ○         ○       3 前半のみ   
31 ○         ○       2 前半のみ   
32 ○   ○         ○   初 前半のみ   
33   ○ ○       ○     6 後半のみ 奉⾏ 
34   ○ ○   ○         3 後半のみ   
35 ○           ○     2 後半のみ   
36   ○               初 後半のみ   
37   ○ ○     ○       初 後半のみ   
38   ○ ○       ○     初 後半のみ   
計 33 5 25 3 5 8 17 4 0       




2014 年（台風のため後半行程中止）  
















1 ○   ○       ○     24 全⾏程 ⼤先達 
2 ○   ○       ○     23 全⾏程 総奉⾏ 
3 ○   ○       ○     22 全⾏程 副奉⾏ 
4 ○   ○         ○   19 全⾏程 副奉⾏ 
5 ○   ○       ○     21 全⾏程 奉⾏ 
6 ○   ○       ○     13 全⾏程 奉⾏ 
7 ○   ○     ○       8 全⾏程 奉⾏ 
8 ○   ○     ○       8 全⾏程 奉⾏ 
9 ○   ○       ○     7 全⾏程 奉⾏ 
10 ○   ○       ○     7 全⾏程 奉⾏ 
11 ○   ○       ○     6 全⾏程   
12 ○   ○ ○           7 全⾏程   
13 ○       ○         7 全⾏程   
14 ○   ○       ○     7 全⾏程   
15 ○         ○       5 全⾏程   
16 ○   ○     ○       4 全⾏程   
17 ○         ○       3 全⾏程   
18 ○           ○     3 全⾏程   
19 ○   ○     ○       初 全⾏程   
20 ○       ○         初 全⾏程   
21 ○     ○           初 全⾏程   
22 ○     ○           初 全⾏程   
23 ○   ○     ○       5 前半のみ   
24 ○         ○       2 前半のみ   
25 ○           ○     初 前半のみ   
96	
	
26 ○         ○       初 前半のみ   
27 ○           ○     初 前半のみ   
28 ○   ○         ○   9 後半のみ 奉⾏ 
29 ○   ○   ○         3 後半のみ   
30   ○ ○       ○     5 後半のみ   
31   ○ ○   ○         2 後半のみ   
32 ○   ○       ○     3 後半のみ   
33 ○         ○       初 後半のみ   
計 31 2 21 3 4 10 14 2 0       
（図表 3-5）  
 





	 年齢と男女構成に関しては、50 代男性が最も多く（2015 年・44.7％、2014 年・
42.4％）、次に多い、40 代の男性（2015 年・21.1％、2014 年・30.3％）を合わせると、
6 割強〜7 割程を 40〜50 代の男性が占めていることがわかる。  
	 宮家が 1982（昭和 57）年に行った東南院奥駈修行のフィールドワークの報告によ
れば、全行程参加者 28 名（男性）と後半行程参加者 18 名（内女性 11 名）の計 46 名
が修行に参加したことが報告されている。年齢構成・男女比に関しては、男性は 50 歳
以上が多く、20〜30 代がこれに続くという。女性は 60 代の霊能者 3 人を除き、40 代
が 5 人、20 代が 3 人であったといい、職業は自営業や勤め人が多かった。かかる宮家
の報告と本データを比較した場合、以下の 2 点の指摘ができるだろう。  
 
3-2-1，奥駈修行の担い手とその理由 
	 宮家、及び本調査からは、現代の大峯奥駈修行者の主要な担い手は 50 代の男性で




調査の数字からは、当時の 20 代〜30 代メンバーが現在 50 代〜60 代のメンバーへと
移行したようにも見える。だが、そうした判断は誤りだろう。先の表において示した


















	 ◇全行程参加者（吉野−前鬼山−那智山）＝金 90000 円	
	 ◇前半行程参加者（吉野−前鬼山）＝金 45000 円	





                                                       






























































































































































                                                       
117	原谷桜「現代の奥駈修行における在俗修験者の〈気付き〉の語り」（『聖心女子大学大学院論



















































が弱くなっていく	 今年は	 6 月に中山道 4 日間	 上高地 3 日間	
越後観音 7 日間	 を	 歩きつづけ	 足を痛め	 10 日まで医者にかかり	 何とか	
安静に	 しておりましたが	 余りよく	 成りませんでした（中略）坊では	 おかい
マ マ
	
を	 お願いしました	 が	 あまり食せない	 この度は永年の奥駈と違い体が衰弱
































































































































































                                                       

































                                                       
123	岸本英夫「宗教学の一分野としての修行研究について」（岸本英夫著、脇本平也・柳川啓一編









































































































































































































































































	 また、地方紙『熊野新聞』の 1960（昭和 35）年 2 月 24 日の記事に「樂でない熊野































1 と図 4－2 は、1985 年以降の朝日新聞（朝刊・夕刊・各地の地方版を含む）に掲載









（図表 4-1）  
 











西暦 「熊野三山」 「熊野」・「聖地」 「熊野」・「霊場」
1985年 0 0 0
1986年 0 0 0
1987年 1 0 0
1988年 1 0 0
1989年 3 0 1
1990年 3 0 0
1991年 1 1 3
1992年 6 0 0
1993年 10 1 1
1994年 10 1 2
1995年 3 0 2
1996年 3 2 0
1997年 14 2 1
1998年 41 9 3
1999年 65 8 0
2000年 27 5 15
2001年 10 0 10
2002年 29 4 19
2003年 29 5 31
2004年 74 24 104
2005年 14 10 60
2006年 18 15 17
2007年 26 17 31









挙げた 1999 年のジャパンエキスポ南紀熊野体験博関連の記事と、2004 年の世界遺
産登録関連の記事が圧倒的に多い。こうした記事数の増加は、熊野の知名度がアップ
していく様子も表していると判断していいだろう。  
以下の図 4－3 は和歌山県の観光振興課による 2008（平成 20）年観光動態調査報
告書をもとにした和歌山県の観光客入れ込み数の推移で、図 5－4 は 2008 年の観光
客の目的別構成比である。  
 























（図表 4-4132）  













図 4－3 からは 90 年以降和歌山和を訪れる観光客数が順調に伸びていることが伺え













（写真 4-1 那智大社参道）  





（写真 4-2 熊野本宮大社）  
 
























































































（図表 4-5 春日若宮祭典式絵巻より145	 熊野勧進図	 奈良・春日大社蔵）  

























































































































羅で、図 4-12 は主な画面構成の見取り図である。  
 
（図表 4-11 那智参詣曼荼羅	 大円寺本）  
                                                       
153	荻原龍夫は『巫女と仏教史』吉川弘文堂、1983 年の中で「那智参詣曼荼羅」と「勧進十界曼荼
羅」はセットで伝来するケースを紹介している。	






















                                                       
155	岩鼻前掲論文、135 頁。	
156	岩鼻通明「西国霊場の参詣曼荼羅にみる空間表現」（真野俊和編『講座	日本の巡礼	 第１巻本






























                                                       
158	西山克『聖地の想像力－参詣曼荼羅を読む』法蔵館、1998 年、191-193 頁。	
159	四月付け「金剛峯寺宗徒等言上状」より	
























































産熊野絵説き図制作委員会」が作成した 2 枚の曼荼羅（図表 4-14 および 4-15）を
「絵説く」形で展開される。この「世界遺産熊野絵説き図制作委員会」は熊野の世界
遺産登録を記念し、2006 年 5 月 25 日に和歌山県の東牟婁振興局163に事務局を置き









                                                       



























































































































































































































                                                       



























































































































































































































（写真5−3	 鳥居付近でもみ合う祈願者達）  
















































































































































































































































	 南海大地震による和歌山県下の被害は、死者・不明者 269 名、負傷者 562
























































































































あった。彼に神様からの命令が下りはじめてから 9 ヶ月たったある日、「昭和 61 年 5











































































ついには金峯山寺で得度をするに至る。1988（昭和 63）年 7 月 2 日本山より院号を与
えられ、1989（昭和 64）年 1 月 4 日にうどん店を閉業。1989（平成元）年 6 月 28 日











【毎月 1 日、15 日】	







【2 月 3 日	 節分】	
厄年の人間への厄除け祈祷護摩供	
【2 月 6 日】	
山伏行列にて先達を努める。	








【3 月 1 日】	
聖天大祭	 神州院僧侶 13 名にて大船若転読法要	















                                                       




































































































































































































































































































































































































































目して——」（『ラーク便り（60 号）』宗教情報リサーチセンター、2013 年、56-63 頁）。	
・アンダーソン・B（白石さや・白石隆訳）『想像の共同体	ナショナリズムの起源と流
行』NTT 出版、1997 年。	

























































































・太宰治「思ひ出」（『太宰治全集	第一巻』筑摩書房、1989 年、30—74 頁）。1933 年初
出。	
・―――、「津軽」（『太宰治全集	第七巻』筑摩書房、1990 年、7—184 頁）。1944 年初
出。	
・田原慶吉編『紀伊東牟婁群誌』清文堂出版、1989 年。	













































































・―――、『霊山と日本人	NHK ブックス 990』日本放送出版協会、2004 年。	
・―――、「近現代の山岳信仰と修験道	——神仏分離令と神道指令への対応を中心に——」
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